
７月１日号への掲載の申込みは、
５月 17 日㈮までに電子申請

　　　　　　　　　電子申請はこちら▲
　（https://logoform.jp/form/pqff/143867）

※「電子申請」からお申込みください。

（電子申請がご利用い
ただけない場合は、申
込用紙を広報広聴課
℻ 983・2719）

市 活 団民 動 体
コ ナ応 援 ー ー

三島市　市民活動団体応援

このコーナーは、毎月１日号で、市内で活動する皆さんの主催するイベントや会員募集を
紹介するものです。詳細は市 HP をご覧ください。
問広報広聴課☎ 983・2620

琴城流大正琴�
伊豆琴慧会おさらい会 2024

時５月 12 日㈰午後０時 30 分～３時 30 分
場市民文化会館・小ホール内年１回開催

の全会員による発表会定300 人申・問神田

☎ 080・2621・4831

三島フィルハーモニー管弦楽団�
第 50 回定期演奏会

時５月 12 日㈰開場：午後１時、開演：午後

１時 30 分場市民文化会館・大ホール費大人

2,000 円、高校生以下 1,000 円※未就学児

は入場不可申右記コードから電子

申請問代表・土山☎ 971・5297

三島地区書道連盟�
第 33 回三島地区書展

時５月 22 日㈬～ 26 日㈰午前９時 30 分～

午後５時※ 22 日は午後１時から、26 日

は午後４時まで場生涯学習センター内漢

字・仮名・少字数・詩文書・前衛などの

作品展示問三島地区書道連盟事務局片山

☎ 090・7044・1441

三島マジッククラブ発表会

時６月２日㈰午後１時 30 分～３時 30 分場

市民文化会館・小ホール内出現・消失・変

化の不思議を楽しむ夢と希望の世界定 355

人問三島マジッククラブ高田☎ 987・6334

令和６年度上期�
みしまのお寺で「坐禅と写経」

時①坐禅会：５月 26 日㈰②朝坐禅会：６

月 23 日㈰③家族坐禅会：８月 24 日㈯④

坐禅会：９月１日㈰場①祐泉寺②福聚院

③梅龍寺④寶鏡院費各 500 円定20 人（①

のみ 18 人）申・問みしまのお寺めぐりの

会 ☎ 090・8132・8394**misimanotera@

poppy.ocn.ne.jp

子ども陸上練習募集　年長から小学生
対象の陸上運動や競技練習の基本

時①ゆめアスリ（月２回土曜日）②三島陸

上 JC（毎週土曜日）場日本大学御園グラン

ド内陸上運動、競技練習など費①年１万

2,000 円 ② 年 １ 万 8,000 円（入会金5,000

円）対①年長幼児～小学３年生②小学１～

６年生申・問三島市陸上競技協・西尾☎

947・2838（午後５時～８時）

鈴木直敏・恵子バレエスクール�
第 36 回三島教室発表会

時５月 19 日㈰午後３時 30 分～６時場市民

文化会館・大ホール内第１部：バレエコン

サート、第２部：「コッペリア」よ

り第３幕問三島教室☎ 972・6585

富士山一周ウオーキング

時５月 22 日㈬より毎月第４水曜日（１年

間）内富士山の麓を三嶋大社から各ポイ

ントをウオーキング。現地まで往復はバ

スを利用費5,000 円（バス代）定20 人申・
問５ 月 15 日 ㈬ま で 後 藤☎ 090・8956・

9990

第 32 回わんぱく相撲静岡県大会�
三嶋場所

時６月８日㈯午前９時～午後４時30分（予

備日：６月９日㈰場三嶋大社内わんぱく

相撲静岡県大会の開催と同時に、ブース

出展やステージイベントを実施問

三島青年会議所☎ 971・1687

いつここマルシェ

時５月 12 日㈰午前 10 時～午後３時場長

伏公園・駐車場内「健康・美・癒し」をテー

マのマルシェを開催申・問実行

委員会・笹原☎ 090・7616・7440

【凡例】　時とき・場場所・内内容・講講師・費費用（記載なしは無料）・対対象・
定定員・持持ち物・注注意事項・申申込み（記載なしは不要）・問問合せ

きのこマルシェ

時５月 12 日㈰午前 10 時～午後３時場長

谷川園周辺（川原ケ谷）内三島の有名店が

集結。きのこづくしのイベント注車はや

すらぎの邸宅の駐車場に駐車可問橋内☎

090・5030・0741

防災福祉講演会「今、大地震が　　　
起きたらあなたはどうする？」

時５月 31 日㈮午後１時～３時場市民文化会

館・小ホール内災害時の備えなどを考える

機会とする講演会定350 人申・問５月 30 日

㈭までにメールで（一社）三島市手をつなぐ

育成会**mishimaikusei411jim@ya

hoo.co.jp☎ 957・5789 ※当日入場可

いざ！ODAWARA！�
小田原へ行きませんか！

時▶事前研修：６月 22 日㈯▶本研修：７

月 20 日㈯内子どもたちで電車を利用し小

田原へお出掛け費3,000 円（実費）対小

学４～６年生定先着 20 人申５月 31 ㈮ま

でに参加児童名、学年、住所、電話番号、

生年月日をメール問少年の旅実行委員会

**tabi2015411@yahoo.co.jp 池田☎ 090・

5850・8983

ボーイスカウト講習会のご案内

時６月 23 日㈰場MOA 大仁研修センター
内講義や実際のミニハイキング体験など
費2,000 円対満 18 歳以上の人定32 人申・
問６月４日㈫までにボーイスカ

ウト伊豆地区・地区コミッショ

ナー 鈴木☎ 090・7610・2301

文化 スポーツ・健康

その他
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広
報
み
し
ま
12
月
１
日
号
で
紹

介
し
た
安
久
に
あ
る
箱は

こ
ね
だ
い
せ
き

根
田
遺
跡

の
北
側
に
は
、
梅
名
に
か
け
て

伊い
せ
せ
ぎ
い
せ
き

勢
堰
遺
跡
が
隣
接
し
ま
す
。
こ
の

遺
跡
は
箱
根
田
の
上
流
域
に
当
た
り

ま
す
の
で
図
１
①
か
ら
も
奈
良
～
平

安
時
代
の
溝
跡
（
水
路
跡
）
が
確
認

さ
れ
、
大
変
貴
重
な
墨ぼ

く
し
ょ書
土
器
２
点

が
出
土
し
ま
し
た
。

　

ひ
と
つ
は
「
大

お
お
み
ぞ
ぬ
し（
あ
る
じ
）

溝
主
」
と
書
か

れ
た
土
器
で
す
。
ま
さ
に
、
こ
の
人

工
の
水
路
が
当
時
ど
う
呼
ば
れ
て
い

た
か
を
証
明
す
る
と
同
時
に
、
現
在

の
地
域
の
人
が
呼
ぶ
「
お
お
み
ぞ
」

と
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し

た
。「
○
〇
主
」
と
あ
り
ま
す
の
で
、

溝
を
管
理
す
る
役
人
の
役
職
名
の
ひ

と
つ
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
「
黒く

ろ
す栖
」
で
、
人

の
名
前
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
名
前
だ

と
判
っ
た
理
由
は
、
平
城
京
の
発
掘

調
査
で
出
土
し
た
木も

っ
か
ん簡

（
木
製
の
荷

札
）
に
納
税
者
の
名
前
と
し
て
「
黒

　
役
人
の
住
宅
団
地
の
跡
か
？

　
　
　
～
伊い

せ
せ
ぎ
勢
堰
遺
跡
～

栖
」が
記
名
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。

同
一
時
期
の
人
物
で
あ
れ
ば
、
中
央

と
地
方
を
直
接
結
び
つ
け
る
証
拠
の

逸い
っ
ぴ
ん品

と
な
り
ま
す
。

　

次
に
、
表
題
の
「
役
人
の
住
宅
団

地
の
跡
か
？
」
に
つ
い
て
は
、
図
１

②
の
地
点
で
す
。
大
溝
の
左
岸
に
位

置
し
、
一
本
橋
を
渡
っ
て
右
岸
の
津

（
川
の
港
）
へ
通
勤
し
て
い
た
役
人

の
住
宅
団
地
（
官
舎
）
と
予
測
し
ま

し
た
。区
画
は
比
較
的
大
き
な
溝（
排

水
溝
）
と
小
さ
な
溝
（
地じ

ざ
か
い境
）
お
よ

び
掘ほ

っ
た
て
ば
し
ら

立
柱
の
柱ち

ゅ
う
け
つ
れ
つ

穴
列
で
丁
寧
に
仕
切

ら
れ
、
大
き
な
溝
の
西
側
に
通
路
と

掘
立
柱
の
板い

た
べ
い塀
が
並
行
し
て
あ
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
塀
に
よ
り

各
戸
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
確
保
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
す
。

　

条じ
ょ
う
り里
の
末
端
域
に
暮
ら
す
役
人
の

家
は
、
現
在
の
住
宅
団
地
の
よ
う

に
一
定
の
建
物
が
同
じ
よ
う
に
配

置
さ
れ
、
図
３
の
区
画
の
中
央
に

竪た
て
あ
な
じ
ゅ
う
き
ょ

穴
住
居
と
そ
の
南
側
入
口
に
隣
接

し
て
掘
立
柱
建
物
（
倉
庫
）
が
あ
り

ま
し
た
。
高た

か
ゆ
か床

倉
庫
の
下
の
空
間
は

屋
外
の
作
業
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
溝
の

内
側
で
敷
地
面
積
を
測
る
と
、
ど
の

区
画
も
６
間
×
９
間
の
54
坪
の
長
方

形
区
画
で
、
建
物
の
な
い
空
き
地
は

畑
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
畑
と
合

わ
せ
て
108
坪
で
一
戸
で
す
。

　

奈
良
～
平
安
時
代
の
役
人
も
縄
文

時
代
か
ら
営
々
と
続
く
利
便
性
の
高

い
、
竪
穴
住
居
に
暮
ら
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
庶
民
の
「
板
の

間
」
で
の
暮
ら
し
は
ま
だ
ま
だ
先
の

よ
う
で
す
。

郷土資料館（楽寿園内）☎ 971・8228
楽寿園内の郷土資料館では、パネル展「三島の村々－旧村の歴史－」を５月 12 日㈰まで開催しています。

No.430

▲図１：伊勢堰遺跡の位置

　
私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
つ
り
が
好
き

で
、
料
理
が
上
手
で
す
。

　
い
つ
も
、
新
せ
ん
な
お
魚
を
食
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
お
さ
し
身
、
ア
ジ
や
タ

チ
ウ
オ
の
フ
ラ
イ
ど
れ
も
、
と
て
も
お
し

し
い
で
す
。
他
に
も
、
り
ん
ご
の
コ
ン
ポ

ー
ト
や
大
学
い
も
な
ど
の
お
や
つ
も
作
っ

て
く
れ
ま
す
。

　
中
で
も
私
が
一
番
好
き
な
料
理
は
、
玉

子
や
き
で
す
。
飼
っ
て
い
る
ニ
ワ
ト
リ
の

た
ま
ご
を
使
っ
て
作
っ
て
く
れ
ま
す
。
と

て
も
甘
く
絶
品
で
す
。
私
の
弟
も
こ
の
玉

子
や
き
が
大
好
き
で
す
。
今
度
、
自
分
で

も
作
れ
る
よ
う
に
教
わ
り
た
い
で
す
。

わ
た
し
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
　

わ
た
し
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
　

当
番
　
な
が
い
け
　
れ
い
か

当
番
　
な
が
い
け
　
れ
い
か    

▲図２：②地点の全景

▲図３：住宅団地の概念図
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